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接
種
結
核
事
故
と
し
て
は
、
一
九
三
○
年
に
ド
イ
ツ
の
リ
ュ
ー

ベ
ッ
ク
に
お
い
て
発
生
し
た
、
経
口
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
も

の
が
有
名
で
あ
る
。

戦
後
期
の
日
本
に
は
予
防
接
種
に
伴
い
集
団
発
生
し
た
と
考
え

ら
れ
る
四
つ
の
接
種
結
核
症
の
記
録
が
あ
る
。
当
時
の
日
本
で

は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
導
に
よ
り
、
予
防
接
種
に
よ
る
感
染
症
の
予
防

が
強
力
に
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
故
に
つ
い
て
そ
の

背
景
、
発
生
状
況
、
発
生
後
の
行
政
対
応
、
社
会
の
受
け
止
め
方

な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

第
一
の
事
故
は
昭
和
二
十
一
年
五
月
兵
庫
県
道
場
国
民
学
校
に

お
い
て
腸
チ
フ
ス
予
防
接
種
が
行
な
わ
れ
た
後
に
一
○
二
名
に
皮

層
お
よ
び
腋
窩
リ
ン
パ
腺
結
核
症
を
発
症
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
事
故
は
接
種
を
行
っ
た
女
医
が
開
放
性
結
核
で
あ
っ
た
た
め
に
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戦
後
期
に
発
生
し
た
予
防
接
種
後
の
四
つ

の
接
種
結
核
事
故
に
つ
い
て渡

部
幹
夫

発
生
し
た
と
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
二
年
四
月
の
日
本
医
学
会
総
会

第
二
十
分
科
会
と
し
て
行
わ
れ
た
第
二
十
二
回
結
核
病
学
会
総
会

で
、
厚
生
省
の
濱
野
予
防
局
長
に
よ
り
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。
接

種
医
の
夫
（
医
師
）
が
同
会
場
に
て
追
加
発
言
し
た
と
の
記
録
が

あ
る
。
し
か
し
原
因
に
つ
い
て
は
、
疑
義
も
持
た
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
事
故
に
つ
い
て
症
例
の
医
学
的
経
過
観
察
が
佐
川
、
岩

崎
、
田
村
等
に
よ
り
発
生
後
八
年
目
ま
で
継
続
し
て
さ
れ
て
お
り

二
名
の
結
核
死
亡
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

第
二
の
事
故
は
昭
和
二
十
三
年
春
、
秋
田
県
由
利
郡
松
ヶ
崎
村

に
て
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
を
行
な
っ
た
六
八
七
名
の
中
か
ら
三

十
三
名
の
接
種
結
核
症
と
思
わ
れ
る
症
例
の
集
団
発
生
が
見
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
年
未
に
京
都
・
島
根
ジ
フ
テ
リ
ア
予

防
接
種
禍
が
発
生
し
た
た
め
に
、
厚
生
省
が
発
し
た
ジ
フ
テ
リ
ア

予
防
接
種
事
後
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書

の
中
の
公
的
調
査
報
告
記
録
で
は
、
同
時
期
に
同
地
で
行
な
わ
れ

て
い
た
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
用
の
ワ
ク
チ
ン
の
誤
用
に
よ
り
発
生
し
た
と

結
論
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
後
に
黒
川
は
抗
酸
菌
病
研
究
雑
誌

で
、
三
十
七
名
の
罹
患
者
の
七
年
間
の
観
察
報
告
を
行
な
い
、
結

核
死
亡
は
な
い
も
の
の
肺
結
核
症
、
肺
外
結
核
症
の
発
病
が
あ
っ
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た
こ
と
を
報
告
し
て
お
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
誤
接
種
に
つ
い
て
は
言
及

し
て
い
な
い
。

第
三
の
事
故
は
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
宮
城
県
岩
ヶ
崎
町
に
お

い
て
百
日
咳
予
防
接
種
を
受
け
た
二
○
七
名
中
六
十
五
名
に
接
種

結
核
症
が
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
接
種
ワ
ク
チ
ン
の
ヴ
ァ
イ
ア

ル
よ
り
抗
酸
性
菌
が
塗
沫
鏡
検
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る
。
接
種

医
が
結
核
症
で
あ
っ
た
記
録
が
あ
る
。
結
核
死
亡
は
二
例
で
あ
り

ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
に
よ
る
治
療
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
膨
大
な

記
録
が
残
る
。
国
家
賠
償
法
に
よ
る
訴
訟
が
起
さ
れ
て
い
る
が
原

告
は
後
日
、
提
訴
を
取
り
下
げ
て
い
る
。

第
四
の
事
故
は
昭
和
二
十
六
年
秋
、
岡
山
県
吉
備
郡
に
お
い
て

ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
と
百
日
咳
予
防
接
種
を
受
け
た
一
四
八
名

中
十
六
名
に
感
染
性
腋
窩
リ
ン
パ
腺
結
核
症
が
発
症
し
た
こ
と

が
、
昭
和
二
十
七
年
に
岡
山
県
に
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
接

種
医
が
そ
の
後
肺
結
核
症
を
発
症
し
て
い
る
が
結
核
菌
の
迷
入
経

路
に
つ
い
て
の
結
論
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

以
上
四
つ
の
接
種
結
核
症
は
、
急
性
の
伝
染
病
の
流
行
を
予
防

す
る
目
的
で
行
な
わ
れ
た
予
防
接
種
に
よ
り
、
慢
性
疾
患
で
あ
る

結
核
症
が
集
団
的
に
発
症
し
、
そ
の
疫
学
調
査
や
予
後
の
観
察
記

録
が
残
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
事
故
に
お
い
て
も
そ

の
発
生
の
原
因
は
あ
き
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
四
件
中
三
件
で

は
接
種
医
の
結
核
症
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
接
種
結

核
症
事
故
の
複
数
の
発
生
は
戦
後
期
日
本
に
特
徴
的
な
も
の
と
思

わ
れ
る
。
日
本
に
結
核
症
が
蔓
延
し
て
い
た
時
代
に
導
入
さ
れ
た

強
力
な
法
に
よ
る
予
防
接
種
に
よ
り
お
こ
っ
た
と
も
い
え
る
。
こ

れ
ら
の
事
故
に
対
す
る
全
国
紙
の
新
聞
報
道
記
事
は
ほ
と
ん
ど
な

い
ｏ

昭
和
二
十
六
年
に
、
日
本
学
術
会
議
第
七
部
会
が
厚
生
大
臣
に

対
し
て
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
強
制
接
種
に
反
対
す
る
意
見
害
を
提
出
し
て
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
論
争
が
起
こ
っ
て
い
る
。
し
か
し
結
核
予
防
審
議
会
の
反

論
が
あ
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
接
種
が
つ
づ
け
ら
れ
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
論
争
で

は
月
刊
雑
誌
、
日
刊
紙
に
よ
り
活
発
な
報
道
が
さ
れ
て
い
る
が
、

今
回
述
べ
た
こ
れ
ら
の
事
故
に
ふ
れ
た
も
の
は
少
な
い
。
戦
後
期

の
予
防
医
学
と
医
療
の
一
側
面
に
つ
い
て
予
防
接
種
と
接
種
結
核

症
か
ら
報
告
す
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
療
看
護
学
部
）


